
 

「ひまわりの 自信たっぷり 午後１時」（大阪府 中３作品）。今は梅雨ですが、まもなく

日差しが眩しい夏本番となります。俳句からは、強い日差しに負けず太陽に向かって大きく

咲くひまわりが想像されます。みんなも暑さに負けず、とはいうものの熱中症に気をつけて、

学校に通う毎日ではできない有意義な夏休みを暮らしてください。出校日や９月 

 

我らに意気と力あり ～部活動激励会に贈る～ 

 

いよいよ、７月３日から郡大会が始まります。３年生の皆さんにとっては、最後の郡大会

となります。これまで、よくチームをまとめ、雨の日も、風の日も、一生懸命練習に励んで

きました。私は、一つのことを努力し続ける過程において、心が折れそうになったこともあ

ったと思いますが、続けてきたことがすばらしいと思っています。 

 さあ、出番です。練習の成果を発揮するときです。大会に出場する選手の皆さん、勝負の

ときがきました。自分の力を最大限、出しきるために、２つの話をしたいと思います。 

まず、大切にしてほしいことは「気持ち」です。よくオリンピックに出場する選手のイン

タビューの中で、「自分(たち)のプレイができるようにがんばります」と話しています。大き

な大会に挑むということは、いつもと違った環境で戦うことになるので、いつも以上に気持

ちが高ぶります。そんな中でも、いつもどおり自分(たち)のプレイができれば、必ず勝機は

あると言っています。大会で、自分(たち)のプレイをすることは、難しいことかもしれませ

んが、「絶対に諦めない精神力」を前面に出して戦ってください。そして、自分(たち)が日々

の練習で重ねてきたことをベースに、自分を信じること、仲間を信じること、そして、これ

まで支えてくださった家族をはじめ、周囲の方々への「感謝の気持ち」もあわせもって戦い

に臨んでください。 

 次に、大切にしてほしいことは「チームワーク」です。チームワークのことを「ワン・チ

ーム」という人もいます。日本のサッカーのＪリーグが発足した当時、一番強かったチーム

は「読売ベルディ」というチームでした。その時の監督は、ブラジル人のぺぺという人で、

こんなことを言っていました。「日本人は、チームワークがよいことを、チームの仲間同士、

仲良くなることだと思っているようだが、もっと大事なことがある。それはチームの構成員

全員がチームにおける自分の役割、仕事を自覚して、真剣に取り組むことである。」 

 とても深い言葉だと思いました。チームにおける自分の仕事を真剣に探し、遂行すること

こそチームワークであると言っています。コートに入っている人は、ゲーム中の自分の役割

を自覚して動くこと、ベンチで応援している人には、チームの士気を高めるという役割があ

ります。また、ベンチの外からサポートに回っている人にも役割があります。それぞれが自

分の役割を自覚して動いているチームほど、「ワン・チーム」になっていると思います。「ワ

ン・チーム」といえば、ラグビー日本代表は、体格で勝る強豪国と互角以上に渡り合えるこ

とを世界に示しました。 

選手の皆さん、ぜひ郡大会は、半田中学校の代表という自覚と誇り、「我らに意気と力あり」

の気持ちをもって、堂々と戦ってきてください。勝っても、負けても、胸を張って堂々と。 
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▲突然、学習を外国語で教えられたら・・・ 

  ▲終わりのない行動を強いられたら・・・ 

  ▲自分の行動をいちいち否定されたら・・・ 

  ▲雑音の中で学習することを強いられたら・・・ 

  ▲いっぺんに多くの指示をされたら・・・ 

  ▲ものすごくしたいことが別にあったら・・・ 

   ▲できないことを馬鹿にされたら・・・ 

だれしも、心が固まってしまいます。 
  

これは極端な例ですが、普段の生活の中で、だれしもうまく馴染めなかったり、苦手だと

感じたりするもの（こと）があります。人それぞれ「困り感」をもって生活しています。そ

んな困り感を減らし、「自分もわかる（できる）」気持ちにさせてくれるのが、特別支援教育

です。特別支援教育の中で大切にされているのが、「授業のユニバーサルデザイン化」です。 

  

身近な生活の中で、「ユニバーサルデザイン」を考えてみましょう。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 これらは、だれもがあると便利でわかりやすいものです。社会の中で、多くの人が感じる

不安や負担を軽減できると、もっと生活しやすくなると思います。 

学校生活におきかえると、子どもが感じる不安や負担を軽減できることが、まだまだある

ように思います。特別支援教育は、子ども理解が支援の第一歩です。「何がわかって、何がわ

からないのか」「何が好きで、何が苦手なのか」など、子ども理解を通して、どの子にとって

も、わかる・できる・楽しい授業を実現させていきたいです。 

 半田中学校の授業は、「Ｗｅ Ｌｏｖｅ 半中生、アップデート」を目指します。 

もし、授業中、私たちが、次のような状況になったら、

どう感じるでしょうか？ 

【マグネット付電源コード】 

うっかりコードに足を引っか

けても、すぐに外れるから安

心・安全です。 

【図で示した取扱説明書】 

実物大の写真を載せ、文字に

色をつけたり、サイズを大き

くしたりして見やすいです。 


